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学習グループ 

の実態 

・ 本授業は２クラス合同で実施しており、生徒５名が在籍している。 

・ テーマに沿って自分の経験を振り返り発表することができる生徒が多い。 

・ 四捨五入の仕方については理解しているが、日常生活に生かすことは難しい生徒

が多い。 

単元（題材）名 『「およその数の使い方」～身近に使われている概数を調べる～』 

学習指導要領

の内容 

数学科／高等部１段階 Ａ数と計算 

ウ 概数に関わる数学的活動 

(ア)㋐㋑㋒、(イ)㋐ 

単元（題材）の 

目 標 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

〇概数が用いられる場

面について知る。【知】 

〇四捨五入について知

る。【知】 

〇目的に応じて四則演

算の結果の見積りをす

る。【知】 

〇日常の事象における場面

に着目し、目的に合った数

の処理の仕方を考えるとと

もに、それを日常生活に生

かすことができる。【思】 

〇身近な場面で使われてい

る概数に対して興味をもっ

て調べ、概数で表すことの便

利さを感じながら学ぶこと

ができる。【学】 

 

単元（題材）の 

計 画 

総時数９時間 

１ 新聞記事から、概数を表す言葉を抜き出す（1 時間） 

２ 概数で表してよい場面、正確な数で表した方がよい場面（2 時間） 

３ 概数で表す方法(6 時間) 

指導の実際 ・ １について、新聞記事から、「だいたい、約、～くら

い、～超」など、およその数を表す言葉を調べること

ができた。 

・ ２について、人によって感じ方が異なり、だいたい

の値で考える場面が必ずしも一致しないことに気づく

ことができた。 

 予算書と決算書、犯人の身長、世界の人口、料理の大

さじ１、熱を出した時の体温、バスの発車時刻など、

様々なテーマごとに考えることで、およその数を使っ

た方が良い場面について話し合い、①正確に分からな

い、②だいたい分かればよい、③およその数の方が伝

わりやすいなど、自分の気づきを言葉にして発表する

ことができた。 

 野球選手の契約年俸 1014 億円との報道に関して、およ

そ 1000 億円としてよいかに疑問をもち、自分の言葉で

説明することができた。 

・ ３について、四捨五入して十の位までの概数にする

場面で、整数値で考えた後、「134.1 は？」と問いかけ

ると 130 と答えた。前単元「小数」の学習が生かされ、

134.9までの数なら130になると考えることができた。 

・ 買い物の支払い場面を考えることで、どの程度の概

数にするのが適切かを考えることができた。 

・ 多く見積もる、少なく見積もる、だいたいで見積も

る、の違いを理解することが難しかった。 

 

（令和６年度作成） 

＊ 本事例集では、学習指
導要領の目標及び内容
に基づいた表現に編集
しています。 

名前カード 

134.1 は？ 
134.2 は？ 


